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１ 市民ワークショップ開催概要 

 
（１）開催日時 

令和７年11月10日（月） 18：30～20：35 

 

（２）参加者 

参加者：35名（市役所若手職員含む） 

事務局：５名（㈱ぎょうせい含む） 

 

（３）ワークショップのプログラム 

①名寄市の計画と現況について（15分） 

②市民ワークショップ（約1時間40分） 

１）テーブルファシリテーター紹介 

２）グループ内自己紹介 

３）グループワーク（今後10年間で心配なこと、気になること） 

４）全体共有 

５）優先順位付け 
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２ 「今後 10 年間で心配なこと、気になること」で多かった意見 

テーマ 共感が多かった意見（カッコ内はシール数） 

市民参画・健全財政 【人口減少】 
 若者の市外流出（●８） 
 若い人にとって魅力ある街になって

いるか（●３） 
 

【市の財政】 
 市の財政悪化（●５） 

 
【まちづくり】 

 まちづくり進んでいるのか？（●3） 

【主体性】 
 ワクワク、活気（●2） 
 自分事。関心（●１） 
 デジタル難民（●1） 

 
【その他】 

 高齢の人は住みやすい？（●１） 
 遊ぶ場所（●１） 
 コミュニティをつくる場（●1） 

保健・医療・福祉 【医療体制】 
 医療体制の維持 （●9） 

 
【子育て】 

 共働き世帯の増加（子ども家で 1 人
に）（●2） 

【高齢者福祉】 
 免許返納後の足がない問題（●3） 
 介護人材の確保（外国人を雇う？）（●2） 
 保険料の増加（●１） 

生活環境・都市基盤 【自然対策】 
 クマ対策（●５） 
 川のルール改定（●１） 

 
【道路】 

 道路整備（除雪など）（●５） 
 

【除排雪】 
 除雪の人手、運転手不足（●２） 
 除排雪を今のまま維持できるか（●1） 

 
【空き家】 

 空き家増加（●２） 

【子どもの居場所】 
 子どもの居場所 地域での関わり（●４） 
 子どもの遊び場が少ない（●５） 
 かべのある公園（●１） 

 
【交通】 

 旭川～名寄をもっとスムーズに（●１） 
 公共交通手段がなくなる（●１） 

 
【災害】 

 大規模災害はおきないか？（●1） 

産業振興 【農業】 
 農業の後継者、担い手不足（●８） 
 大規模農業に向けた対策ができてい
るか（●1） 
 

【地域資源】 
 観光で人は来る？（●2） 

【産業の衰退】 
 商店街の空き（●５） 
 働き先があるか（●２） 
 新しくお店を始める人がいない（●2） 
 イオン等商業施設の維持（●１） 
 企業の撤退（●1） 

教育・文化・スポーツ 【スポーツ】 
 子ども、若者がやりたいスポーツがで

きない（●６） 
 文化サークルの高齢化 持続可能で

はなくなる？（●1） 
 

【大学】 
 名寄市立大学の存続、学生減少（●３） 
 大学の活用（●1） 

 
【高校】 

 専門分野の高校が０であることで学生
の市外流出（●１） 

 名寄高校の定員割れ（●2） 
 

【小中学校】 
 中学等のクラブ活動の縮小（●１） 
 学校の先生がちゃんといるか？（●1） 
 小中学校の統廃合（児童にとって不

便）（●1） 

【進路】 
 学生が名寄に残らない（●５） 
 地元に残ってもらう仕事（●４） 

 
【自然教育】 

 アウトドア教育（●１） 
 

【その他】 
 映画館ほしい（●２） 
 スキー場が存続しているかどうか 

（●１） 
 子どもが産まれたらサポートはある？
（●１） 

 地域文化の担い手確保（太鼓、阿波踊
り等）（●１） 
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３ 「今後 10 年間で心配なこと、気になること」グループ別の意見 

《Ａグループ》 

産業振興 市民参画・健全財政 

■産業の衰退 ■人口減少 

 イオン等商業施設の維持（●１） 

 若い人は働ける？ 

 働き先があるか（●２） 

 産業の減少 

 チェーン店だけ残る 

 商店街の空き（●５） 

 商店街にどれだけお店があるか 

 （行政以外）民間企業の数 

 所得は上がっている？ 

 働く世代がいるか 

 町内会地域自治 

 地域行事はできる？（●1） 

 働き先がなくて若者が市外に流れる（●4） 

 若い人にとって魅力ある街になっているか（●3） 

 学生の減少 

 高校があるか 

 学校やクラブチームなど、統合するものが多くなる 

 永住する人はいる？ 

 人口 

 人少ない 

■地域資源 ■主体性 

 観光で人は来る？（●2） 

 特産品はある？ 

 雪はある？ 

 売れる農作物 

 ワクワク（●１） 

 活気（●１） 

 将来無関心 

 効率化 

 自分事。関心（●１） 

 デジタル難民（●1） 

■農業 ■その他 

 農業の後継者（●4） 

 農家の後継者不足 

 農業人口 

 遊ぶ場所（●１） 

 高齢化高齢の人は住みやすい？（●１） 

 団体部活動 

 名寄の文化として残っているもの 

 子どもたちの活動の場 

 自主財源 

 総合病院、病院（市立） 
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《Ｂグループ》 

保健・医療・福祉 教育・文化・スポーツ 

■高齢化 ■小中学校 

 高齢化の問題 

 介護人材が（ヘルパーなど）充足しているか 

 保険料の増加（●１） 

 高齢者の孤立 

 介護職員の減少 

 介護施設、事業所の減少 

 小中学校の統合・閉校 

 小中学校の統廃合 

 学童保育の確保 

 いま対策しているが、小中学校の場所はその場所

で良いのか？ 

■病院 ■高校 

 医療体制の維持（●2） 

 病院の数 

 専門分野の高校が０であることで学生の市外流出 

    （●１） 

 学校の統廃合による教員の減少 

 高校の存続 

■障がい ■大学 

 障がい者のグループホームが足りているか 

 障がい者の施設が減っていないかどうか 

 名寄市立大学の存続（●１） 

 大学が存続しているのか 

■その他 ■その他 

 保育施設の減少  スキー場が存続しているかどうか（●１） 

 映画館ほしい（●２） 

 不登校児の数 

 市民向け講座の参加者減少 

≪共通≫ 

 財政の問題箱物建物の更新 

 名寄と風連合併して来年２０年同じような行事が合併前と変わってない 

 名寄市の各団体で目標が一緒の団体が複数存在する 

 特別支援学級に通う児童の数 
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《Ｃグループ》 

生活環境・都市基盤 教育・文化・スポーツ 

■空き家問題 ■（グループ名なし） 

 空き家問題（●１） 

 空き家増加 

 空き家はどうなっている？ 

 若年層の市外流出（●４） 

 大学の学生減少（●１） 

 生徒数の減少 

 学校数の減少 

 学校はどれくらい残っている？（●２） 

■公共交通 ■（グループ名なし） 

 移動手段の減少 

 ＪＲの本数減少 

 JR は走っているか 

 テーマ３地域公共交通 JR 特急も都市間高速バス

も使いづらくなっている 

 少年スポーツの活動維持 

 中学等のクラブ活動の縮小（●１） 

■デコボコ道路 ■その他 

 道路整備（除雪など）（●４） 

 道路はキレイ？ 

 インフラ老朽化 

 道路今よりもボコボコガソリン税の廃止で 

 道路環境 

 子どもが産まれたらサポートはある？（●１） 

 大学法人化 

 町内会活動の減少 

■生活  

 サギの増加 

 物価高騰 

 

■災害  

 ゲリラ的な水・雪害 

 テーマ３防災担い手が減って災害復旧に時間が

かかるようになる 

 災害が起きたら避難できいる？ 

 

■その他  

 交通安全高齢者の関係する自動車事故が増える

テーマ３ 

 

≪共通≫■施設維持 

 公園などあそび場の維持 

 スポーツ施設の維持 

 商店街って残っている？ 

 大学も古くなっている？ 
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《Ｄグループ》 

生活環境・都市基盤 教育・文化・スポーツ 

■空き家問題 ■進路 

 空き家増加（●１） 

 空き家の草問題 

 空き家相続 

 地元に残ってもらう仕事（●４） 

 学生が名寄に残らない（●５） 

 高校どこに進学したらいい？ 

■インフラ ■学校の存続 

 インフラ整備 

 水がまずい 

 水道管の老朽化 

 上下水道の劣化 

 大学の存続（●１） 

 高校の存続 

 廃校の活用 

 学校の統廃合 

■地域のつながり ■レクリエーション 

 消防団のなり手 

 自治会のなり手 

 若者不足 

 社会人サークル 

 子どものしたいスポーツ、文化活動ができない 

■交通 ■自然教育 

 旭川～名寄をもっとスムーズに（●１） 

 車がなく生活できる 

 バス運行の減便 

 JR 廃止にならないか 

 防災教育地震とか 

 アウトドア教育（●１） 

 自然を活かしたイベント 

 アイヌ文化、名寄、風連の成り立ち 

■自然対策  

 くま対策（●２） 

 クマ対策（●１） 

 くまがこわい（●２） 

 川のルール改定（●１） 

 野生動物と共存できているか 

 漁業券やサケ・マスについて 

 

≪共通≫■施設課題 

 かべのある公園（●１） 

 公園の管理 

 公園の整備 

 公園の老朽化 

 遊具の老朽化 

 ふらっと集えるところがない 

 子どもが外であそべる所がない（●２） 

 子どもの居場所地域での関わり（●４） 
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《Ｅグループ》 

市民参画・健全財政 教育・文化・スポーツ 

■（グループ名なし） ■スポーツ環境 

 市の財政悪化（●2） 

 市の財政状況（●3） 

 名寄市の財政 

 テーマ 5 部活動地域民間やりたいスポーツをや

らせるために交通の便がない（お金） 

 部活動の在り方 

 スポーツ利用の維持、指導者の確保 

 子どもがやりたいスポーツができない（●5） 

■オンライン化のメリット・デメリット ■学校は将来どうなるのか 

 住民サービスのオンライン化 

 デジタルか 

 情報化によるサギ 

 名寄はコンビニでできない！ 

 名寄高校の定員割れ（●2） 

 少子化で高校が誰でも入れる（勉強しない）（テーマ

5） 

 学校の減少 

 子どもの数が減り、学校が減る 

 小中学校の維持について義務教育学校化（テーマ

5） 

 教育の減少小・中・高 

 学校の先生がちゃんといるか？（●1） 

 大学の存続 

 大学が残っているか？ 

 大学の活用（●1） 

■そもそも何かできてる？ 

 まちづくり進んでいるのか？（●3） 

■その他 ■若者の参加減少 

 公共施設の老朽化、統合 

 公共施設の老朽化 

 

 娯楽施設があまりない 

 駅前のシャッター街活用（テーマ１） 

 コミュニティをつくる場（●1） 

 

 

 町内会活動 

 文化サークルの高齢化持続可能ではなくなる？

（●1） 

 
 

活
動

場

減

 

金

 

薄れてくる人のつながり 
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《Ｆグループ》 

保健・医療・福祉 教育・文化・スポーツ 

■医療の維持 ■学校 

 地域医療の維持（病院の維持）（●7） 

 診療所の存続 

 医師不足 

 小中学校の統廃合（児童にとって不便）（●1） 

 周辺学校とのレクリエーション 

 中学校は１つに 

 教育機関統一 

■福祉の維持 ■スポーツ 

 介護人材の確保（外国人を雇う？）（●2） 

 認知症増サポート側の疲弊 

 障がい者を受け入れる施設があるか 

 福祉施設の職員不足（※共通②にも含まれる） 

 若者のスポーツ（●１） 

 部活動の減少 

 野球、サッカーはできないかも 

 スポーツ衰退 

 働き方改革→先生の定時 

■インフラ ■高等教育の維持 

 消防団のなり手 

 自治会のなり手 

 若者不足 

 高校の維持 

 高校、大学があるか 

 大学の存続 

 情報教育 

■交通 ■遊び場 

 免許返納後の足がない問題（●3） 

 電車足りない 

 老朽化 

 子どもの遊び場が少ない（●3） 

 公園の場所 

 魅力を維持できない 

 中学生、高校生の放課後 

 ■子育て 

  共働き世帯の増加（子ども家で 1 人に）（●2） 

 放課後の家庭の受入れ 

 保育所、幼稚園は足りるのか 

 共働き、ひとり親が増えてそう 

≪共通①≫■少子高齢化 

 少子化／・高齢者ばっかり／・子どもが（出生数も）全然いない 

≪共通②≫■人手不足 

 人手不足（●１）／・地域文化の担い手確保（太鼓、阿波踊り等）（●１） 

 職員減少／・福祉施設の職員不足（※「福祉の維持」にも含まれる） 

≪共通③≫■その他 

 子どもと高齢者の交流の場がなさそう 

※教育・文化・スポーツ側の一番下に記載されていたもの 
 新卒・学生・子育て世帯→若者が住みたくなる魅力が必要！！（買い物？自然？遊び場？） 
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《Ｇグループ》 

生活環境・都市基盤 産業振興 

■動物 ■観光 

 クマ問題 

 動物被害 

 観光客の増加 

 雪不足による冬期の観光 

■公共交通 ■雇用 

 のるーとの路線 

 公共交通手段がなくなる（●１） 

 バス、たくしーの運転手はいるのか？ 

 雇用者数の減少 

 名寄で働く人は足りるか 

 新しくお店を始める人がいない（●2） 

 企業の撤退（●1） 

 働く人が少ない 

 働く場所があるか 

 お店多なくなる 

 イオンは名寄にあるか 

■道路 ■農業 

 道路がガタガタ（●1） 

 道路、水道の事故 

 道路を今のまま維持していけるか 

 農業の担い手不足（●4） 

 農業者（戸数）の減少 

 大規模農業に向けた対策ができているか（●1） 

 若い農家がいなくなる 

 もち米値上がり 

■除排雪  

 除排雪を今のまま維持できるか（●1） 

 除雪の運転手不足（●1） 

 除雪する人手はあるのか？（●3） 

 

■防災  

 大規模災害はおきないか？（●1）  

■公園  

 公園施設の老朽化  

 
 



 

10 

《Ａグループ》 
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《Ｃグループ》 

 
 

《Ｄグループ》 
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《Ｅグループ》 
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《Ｇグループ》 

 
 
 
 


